
静岡おくみゆプロジェクト
発表 中橋幸作



目次

• プロジェクト概要

• 本プロジェクトの発想と仮説

・クアオルトから

・中村俊輔選手から

・災害足湯ボランティアから

• プロジェクト結果

• 今後にむけて

• ご協力頂いた方々の紹介

• SDGｓチェック表



プロジェクトの概要

1. お湯を運ぶ

2. 足湯にはいる

3. 運動する

4. アンケート調査



クアオルトとは

クアオルト（Kurort）

クア（Kur）「治療・療養、保養のための滞在」

オルト（Ort）「場所・地域」

引用：太陽生命クアオルト健康ウォーキングアワード2022「https://www.kurort-award.jp/kurort/」

https://www.kurort-award.jp/kurort/


2021年
クアオルト実施と結果

• 静岡県松崎町雲見地区にてクアオルトを実施

• ウォーキング後、雲見温泉に入浴

• →入浴した参加者は、入浴していない参加者よりも
満足度が高かった

• →入浴は、疲労回復に効果があるとされている。



足を温める中村俊輔選手
（炎の体育会TVにて）

• 「日本のファンタジスタ中村俊輔
が『炎の体育会TV』で見せた神ワ
ザプレー｜TBSテレビ」

https://topics.tbs.co.jp/article/detail/?id=11938


災害ボランティアとしての足湯が
コミュニケーションのきっかけに

• KOBE足湯隊活動紹介（青木）.ppt (bousai.go.jp)

• 足湯ボランティアのエスノグラフィー

• （本多）J5002_0309 (1).pdf

https://www.bousai.go.jp/kyoiku/bousai-vol/exchange/kyojo/aoki.pdf
file:///C:/Users/81901/Downloads/J5002_0309%20(1).pdf
file:///C:/Users/81901/Downloads/J5002_0309%20(1).pdf


仮説

• 足湯はウォーミングアップに有効

• 足湯はコミュニケーションに有効

• 運動×入浴の相性

仮説→コミュニケーションが必要な

チームスポーツのウォーミングアップに有効？



①Q7今日の練習でボールタッチは良かった
と思う
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②Q13今日の練習に自分は主体的に取り組め
た
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③Q16選手同士のコミュニケーションがよく
とれたと思う
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結果から
今後へ

足湯はウォーミングアップ

に有効である。

足湯はコミュニケーションに

何らか好影響を与える。

→足湯のスポーツ利用の拡充

→温泉資源の多角的な活用の

検討



産官学の連携によるプロジェクト

•ご協力いただいた方々（敬称略）

• 温泉を提供していただいた、焼津市 観光交流課

• 温泉を運んでいただいた、誠商事

• 温泉を使っていただいた、静岡大学 男子サッカー部

男子バレー部

女子ハンドボール部

女子バスケットボール部



焼津市の温泉資源

源泉が湧出している施設



取り組みが静岡新聞で
紹介されました。



静岡おくみゆ
プロジェクト
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お湯を沸かすコスト
（排出ＣＯ2）と
温泉を運んでくる
コストの比較

誠商事の三方よし
の経営スタイル


